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令和７年度 事業報告 

名張厚生協会は「誠実な歩みこれからもともに」を新たな方針に掲げ、地域住

民の福祉向上に努めています。令和７年度においても、社会福祉を取り巻く環境

の変化に対応し、持続可能な福祉サービスの提供と今後の事業展開の方向性を

踏まえた中期事業計画の策定を行うなど、以下の取組を実施いたしました。 

社会的背景と課題認識 

高齢化の進行や想定を上回る出生数の低下に加え、８０５０問題やひきこも

り、虐待、孤独・孤立など、複合的な福祉課題への対応が求められています。ま

た、物価高騰や人材不足の影響により、福祉現場では安定した人材確保と定着、

業務効率化による持続可能な運営体制の構築が大きな課題となっています。 

令和７年度の主な取り組み 

(1) 支援体制とサービス向上 

  利用者主体の支援として「夢実現プラン」や誕生日支援を通じ、利用者

の希望を叶える取組を継続して実施しました。フットケア・ネイルケアと

いった美容レクリエーションは、心のアンチエイジングケアにつながる取

組として実施することができました。 

(2) 地域福祉の向上 

福祉避難所開設訓練を行政をはじめ他高齢者施設と連携して実施する

ことで、大規模災害時の課題を地域全体で見直すことができました。 

地域住民との交流イベントでは、地域住民に対して介護教室を開催し、

介護理解の促進につなげるとともに、地域に根ざした施設運営を推進し、

福祉課題の共有と連携体制の構築を進めることができました。 

(3) 人材確保と働き方改革 

定年年齢を 65 歳に引き上げ、職員に対して安心できる生活設計を図る

とともに、雇用の継続による人材の確保を行いました。外国人介護人材二

期生の受け入れを行いました。また、処遇に関して児童分野においては処

遇改善費の増額を実施し、高齢者分野では、補助金増額分については、職

員へ適切に配分されるよう、国が示す基準に従い支給に努めました。 

法人職員研修内容をより実践に即した内容にし、各施設の指導的職員、

中堅職員が階層、職務経験に応じた実践力、対応力の向上を図ることがで

きる研修体系を整備し、他施設職員との連携並びに親睦を深める場づくり

を実施しました。 

(4) 健全経営の確保 

   里親支援センターの開設により、補助事業から措置施設へと事業形態を

変更したことで安定した事業運営につなげることができました。また、稼
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働率に関しては、高齢者施設では 97％台となり、こども園では開設以降

100％を超える稼働率となっています。 

今後の展望 

福祉分野においては、利用者一人ひとりの尊厳を大切にした支援の充実と、主

体性を尊重した質の高い支援体制の構築が求められています。また、家庭との良

好な関係づくりをはじめ、地域との連携を深めながら、利用者や家族に寄り添っ

た満足度の高いサービス提供が重要となっています。 

さらに、利用者が安心して生活できる安全・安心な環境整備に努めるとともに、

多様化する福祉ニーズに柔軟に対応できる人材の確保・育成、働きやすい職場環

境づくりを進め、持続可能な福祉サービスの提供体制を強化していく必要があ

ります。 

 

１ 自立を支援する質の高い福祉サービス 

（１）将来ビジョンの具体化 

 ①将来ビジョンの具体化に向けた事業推進 

・令和８年度から 12 年度までの５年間を期間とする中期事業計画において

は各施設計画及び法人全体の計画を策定し、５年後に目指す施設の姿を明

確にし、具体的な事業の内容を計画しました。 

・名張養護学園は、フォスタリング支援機関から里親支援センターへと移行

し、地域の里親家庭並びに里子への支援内容がより充実したものとなり、

市町行政との連携もより濃密な関係へと変わりつつあります。 

・こども園は、行政指導内容を的確に改善へとつなげ、調理場の改修を行う

ことで、引続き食への安全に取り組んでいます。 

・名張特別養護老人ホームは、事務効率を図るべくＡＩ会議録作成ツールの

導入や、眠りスキャンに代表される介護ロボットの導入台数を増やし、業

務軽減に取り組みました。 

・みさと園は、昨年度同様に契約入所と措置入所を合わせると満床近い利用

状況となっています。措置費の見直しとはならず、依然として厳しい経営

状況が続いていますが、各種加算取得増につなげる支援内容の見直しを行

い、加算増額に取り組んでいます。 

（２）サービスの質の向上 

 ①権利擁護の推進 

・権利擁護推進に向け各施設で研修を実施していますが、学園での不適切養

育については、改めて研修を実施するとともに、施設の使命についても掘

り下げ、職員が個々に再確認する機会を設け再発防止に取り組みました。 
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②質の高い福祉サービスの提供 

・利用者の生きがいのある質の高い暮らしの実現に向け、希望を叶える個別

支援、クラブ・サークル活動、行楽行事等の充実を図りました。 

・利用者アンケートの実施、家族との話し合いの機会を通じて、利用者や家

族の声を反映した取組を行いました。 

 ③危機管理 

  ・危機管理体制の点検と改善を実施し、大規模災害時に福祉避難所として機

能できるよう、行政及び他施設と連携した訓練を実施しました。そこで得

た課題は名張市・伊賀市の両市とも共有を図っています。 

２ 地域福祉の推進 

 ①地域福祉の推進 

・名張養護学園は、地域の子育て支援に役立つ講演会を行いました。また、

ＨＰ上で、児童家庭支援センター「あかり」が中心となり、ブログ形式で

子育てに役立つ知識や支援のポイントを毎月 1 回発信しました。 

・特養並びにみさと園では、地域住民との交流を深めるため、市民センター

活動の中で、セルフネイル講座や施設で提供する介護食の紹介を行いまし

た。下校時の小学生の見守り隊活動にも参加し、地域パトロールを行いま

した。 

 ②情報発信機能の強化 

・こども園、みさと園ではインスタグラムを積極活用し、施設の行事や催し

を中心に情報発信を行い、法人ホームページでは、各施設がブログ形式で

各施設の日常の様子や行事などの情報発信を行いました。 

３ 人材の育成と快適な職場づくり 

 ①人材の確保、育成 

・「理想を目指し、技を磨き、心を磨く人づくり」を基本方針に、指導的職

員、中堅職員、新任職員といった階層に応じた法人研修の充実を図るとと

もに、他施設職員との親睦にも力を入れました。メンタルヘルスケアの重

要性を職員一人ひとりが認識し取り組めるよう、セルフケアを学ぶ研修を

外部講師を招き実施しました。 

 ②働きやすい職場づくり 

・勤怠に関する紙媒体による申請手続をデジタル化へ変更し、また適切な労

務管理を職員自身が認識することにつなげるべく、勤怠システムを導入し、

これまで間違った認識が多々散見されていた部分の適正化を図りました。

労務管理を法人全体で取り組み、施設間の認識のずれの是正につなげまし

た。 
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４ 健全経営の確保：経営改革 

 ①経営改革・業務改善の推進 

・最低賃金の上昇や物価高騰の動向を踏まえ、業務手当・処遇改善手当の見

直しやパートタイム職員の手当改定を行いました。業績連動型賞与導入一

年目でしたが、前年実績をもとに根拠を明確にした賞与支給へ見直すこと

ができました。退職金制度については、定年年齢引き上げに合わせ見直し

を行い、支給水準は見直しとなりましたが、持続可能な変更を行いました。 

・こども園の定員を上回る利用実績と、特養とみさと園での高い稼働率、学

園の里親支援センター移行による措置費収入化といった要因により、前年

以上の収益を得ることができました。 

②マネジメントの充実 

・名南経営の指導を得る中で、期中での予算の執行状況を全施設で見える化

を図ったことで、各種項目の状況把握を円滑に行うことができました。経

費への認識を高め、適切な予算執行により見通しの立てた運用につなげる

ことができました。 

 ③公正かつ適正な運営 

・社会的責任を果たせるよう適正な法人運営に努め、評議員会や法人監査の

充実によるチェック機能の強化、苦情に対して第三者委員の介入・調整が

図れる体制を充実しました。 

・関係法令の研鑽に努めるとともに、コンプライアンス（法令遵守）につい

て、不適切事案に対しては顧問弁護士を中心にコンプライアンス委員会を

開催し、厳正な対応を図るとともに、再発防止に向け所要の取組を行いま

した。 


